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 事業概要 

航空機の燃料消費量削減及び空港騒音低減を目的とし,抵抗低減技術や空力構造等の統合設計技術の
研究開発を行っている．100-150 席クラスの旅客機を対象とし,誘導抵抗低減技術および摩擦抵抗低減
技術を適用し低抵抗機体設計を行い,基準機（TRA2012A)と比較し巡航揚抗比 7%向上を実現する機体
形状(TRA2022)を創出することを目標とする.同時に,将来の低抵抗・低騒音航空機(TRA203X)技術と
して,unconventional 機体概念設計技術及び機体推進干渉効果・空港騒音推算技術を開発し,エンジンや
騒音技術を合わせ 2030 年度前半に燃費 50%減,騒音 1/10 を目指す低騒音・低燃費機体の設計基盤技
術を得ることを目的とする. 

 
http://www.aero.jaxa.jp/research/ecat/ecowing/ 

 

 JSS2 利用の理由 

航空機の空力性能及び騒音特性を向上させるため,主翼及び航空機形状における設計作業に CFD を
利用している．空力設計では,複雑な形状における詳細な流れ場を理解しつつその改善形状を追求する
ため,迅速で正確な空力特性を把握することと同時に膨大な計算リソースが必要である．事業遂行にお
いてスパコンは必要不可欠である． 

 

 今年度の成果 

昨年度設計した TRA2022 の主翼 1 次形状に対して抵抗低減技術を適用した 2 次形状の空力設計を
行った．図１には TRA2012A と TRA2022 2 次形状を示し,図 2 には適用した技術及び設計結果を示
す． 

主翼単体形状において,層流化による摩擦抵抗を低減しなおかつ圧力抵抗も低減する翼型を見出し,
主翼ねじり分布と合わせて主翼形状を設計した．また,翼胴形状では主翼上面の 2 段衝撃波を修正し,同

エコウィング技術の研究開発(空力システム設計技術) 

 

JAXAスーパーコンピュータシステム利用成果報告(2017年4月～2018年3月) 



圧分布主翼設計を行った．ナセルを取り付けた全機形状では,主翼下面形状やパイロン形状設計を行い,
衝撃波による剥離を抑制した．以上のことから,TRA2012A に比べ約 10%程度の抵抗低減効果が得ら
れた． 

 

 
図 1 TRA2012 と TRA2022 2 次形状比較 

 

 

図 2 TRA2022 2 次形状の空力設計 
 

 成果の公表 

 その他 
1) 郭東潤：航空環境プログラム 環境航空機システム研究, 公益社団法人 日本航空技術協会,航空

技術, 2018.3 月号, No.756, pp.38-50. 
 

  

JAXAスーパーコンピュータシステム利用成果報告(2017年4月～2018年3月) 



 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：0.96 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 7,366,417.13 0.97 
SORA-PP 79,733.34 1.00 
SORA-LM 46.53 0.02 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 803.85 0.56 
/data 48,805.53 0.90 
/ltmp 19,594.81 1.48 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 9.15 0.39 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI 
スレッド並列手法 OpenMP 
プロセス並列数 15 - 300 
１ケースあたりの経過時間 5.00 時間 
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